










































































































　1. 水田脇の斜面に立地する稲干場（第 1 類型）
　2. 斜面または丘陵上に立地する稲干場（第 2 類型）





































































































































































































は 1 町 6 反 2 畝 25 歩（表 1）で、河谷底の地目は田、斜面の中腹は畑と 3























C 海東郡中萱津村　　 d 渥美郡雲谷村
図中の太い一点鎖線は国境、細い一点鎖線は郡境である。































　丹羽郡池野村（現在は犬山市池野）は丹羽郡の東部に位置し（図 3 の B）、
標高 90m ほどの丘陵と木津川に合流する河川が形成した標高 70m ほどの
河谷底に跨って立地する。
　池野村の小字「稲干場」は、2 つの小河川に挟まれた、東から西へ延び
る丘陵上の西端に位置し（図 5）、面積は 3 町 1 反 8 畝 21 歩（表 1）、河谷




の約半分は用材山と雑木山、約 4 分の 1 は畑であった（図 5 の右図、表 1）。
表1　愛知県下 3 村の小字「稲干場」にある地目名と面積






















な か か や づ
萱津村−
　海東郡中萱津村（現在はあま市中萱津）は海東郡の北部に位置し（図 3
















然堤防の先端近くに位置し（図 6 の左図）、面積は 1 町 4 反 4 畝 28 歩（表 1）、
氾濫原との標高差は 1m ほどである ( 写真 3)。小字「稲干場」の中に地目「稲
干場」はない（図 6 の右図）。
　『中萱津村地籍字分全図』が記載する小字「稲干場」の地目は田と畑で、


















し も か ん の や
寒ノ谷の細長い小規模丘陵の斜面全域に立地し、面積






















　渥美郡雲谷村（図 3 の d、現在は豊橋市雲谷）にあった小字「稲干場」




　『雲谷村地引絵図』（作成年未詳）（8）が記載する、図 8 に記入した 4 か所
の「稲干場」のうち、番号 2 の小字「稲干場」を除く 3 か所の地目「稲干場」
は、田と丘陵の境界斜面の丘陵側に帯状に立地していた（写真 4）。



































　1. 水田脇の斜面に立地する稲干場（第 1 類型）
……南設楽郡富保村字稲干場
　2. 斜面または丘陵上に立地する稲干場（第 2 類型）
………丹羽郡池野村字稲干場
　3. 水田中の微高地に立地する稲干場（第 3 類型）
……海東郡中萱津村字稲干場
　次に、愛知県渥美郡雲谷村では、1878（明治 11）年に雲谷村が谷川村へ


























国多摩郡連光寺村 ( 現在は東京都多摩市連光寺 ) の『連光寺村明細帳』（1843
（天保 14）年）（9）が記載する「草苅場者持添新田秣場其外当村方深田故田
縁稲干場或者百姓林等ニ而苅来候」（前掲（9）87 頁）は、その例である。
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